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八
戸
市
根
城
跡
と
平
川
市
大
光
寺
新
城
跡
よ
り
出
土
し
た
中
世
馬
遺
体
に
つ
い

て
、
体
高
・
年
齢
推
定
、
解
体
痕
、
古
病
理
学
的
観
察
を
お
こ
な
い
、
飼
育
、
利
用

法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

両
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
二
歳
未
満
の
幼
若
齢
個
体
が
多
い
点
が
挙
げ
ら
れ
、
武
家

居
館
内
で
の
馬
の
飼
育
を
示
唆
す
る
。
鎌
倉
市
由
比
ヶ
浜
集
団
墓
地
遺
跡
で
は
良
好

な
遺
存
状
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
上
記
年
齢
群
を
欠
い
て
い
た
。
以
上
は
生
産
・
消
費

地
（
青
森
）
と
消
費
地
（
鎌
倉
）
に
お
け
る
差
異
を
示
す
。

　

乗
馬
の
痕
跡
で
あ
る
下
顎
第
二
前
臼
歯
の
ハ
ミ
痕
は
複
数
の
個
体
で
確
認
で
き
た

が
、
高
率
で
出
現
し
た
由
比
ヶ
浜
に
比
べ
る
と
や
や
少
な
か
っ
た
。
四
肢
へ
の
負
荷

の
大
き
さ
を
示
す
中
手
・
中
足
骨
靱
帯
の
骨
化
程
度
は
特
に
中
手
骨
に
お
い
て
由

比
ヶ
浜
に
比
べ
て
顕
著
で
あ
り
、
よ
り
過
重
な
労
働
に
従
事
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。
体
高
に
つ
い
て
も
大
光
寺
新
城
は
由
比
ヶ
浜
よ
り
も
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
か

つ
小
型
の
個
体
が
多
か
っ
た
。
両
遺
跡
と
由
比
ヶ
浜
で
は
馬
の
用
途
や
使
役
方
法
な

ど
に
も
違
い
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

大
光
寺
新
城
跡
で
は
解
体
痕
や
骨
髄
抽
出
の
た
め
の
四
肢
骨
の
打
割
が
確
認
で

き
、
馬
産
地
に
お
け
る
馬
の
常
食
と
も
解
釈
で
き
る
。
一
方
で
、
根
城
で
は
こ
う
し

た
痕
跡
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
近
世
農
民
の
例
で
は
あ
る
が
、
飢
饉
関
連

の
文
献
記
録
か
ら
は
牛
馬
肉
食
の
激
し
い
忌
避
も
読
み
取
れ
る
。
大
光
寺
新
城
の
馬

肉
食
に
つ
い
て
も
、
籠
城
時
な
ど
非
常
時
に
お
け
る
行
為
の
可
能
性
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 

Ｊ
Ｐ
１
８
Ｈ
０
０
７
３
３
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。




